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貧
者
の
身
体 

―
近
世
イ
タ
リ
ア
絵
画
を
中
心
に 

新
保 

淳
乃   

は
じ
め
に 

貧
者
の
身
体 

 

貧
困
は
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
抱
え
る
重
大
な
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
の
中
で
拡
大
す
る
貧
富
の
差
を
前
に
、
構
造
的
な
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
経
済

的
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
処
方
箋
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
抜
本

的
な
社
会
改
革
に
よ
り
不
平
等
な
富
の
分
配
を
な
く
し
貧
困
を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る
思
想

や
政
策
は
、
共
産
主
義
的
改
革
思
想
が
登
場
す
る
近
代
以
降
の
比
較
的
新
し
い
取
り
組
み

と
言
え
る
。西
欧
社
会
は
貧
者
の
宗
教
と
も
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
て
お
り
、

個
人
の
慈
善
活
動
や
公
的
な
社
会
福
祉
政
策
の
歴
史
も
長
い
。し
か
し
近
世
に
至
る
ま
で
、

富
め
る
者
と
貧
し
き
者
に
二
分
さ
れ
た
社
会
構
造
は
「
神
が
定
め
た
摂
理
」
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
貧
富
の
差
を
前
提
と
す
る
枞
組
み
の
中
で
、
貧
者
は
、
慈
善
の
対
象
と
し
て
、

自
発
的
に
選
択
さ
れ
る
清
貧
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
か
ら
排
除
す
べ
き
悪
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
に
規
定
さ
れ
、一
様
で
は
な
い
視
覚
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
貧
者
観
念
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
モ
ラ

や
ゲ
レ
メ
ク
ら
の
概
論
と
、
こ
れ
に
続
く
各
論
（
イ
タ
リ
ア
主
要
都
市
の
社
会
史
的
研
究

は
プ
ー
ラ
ン
、
フ
ィ
オ
ラ
ー
ニ
、
パ
ー
リ
ア
ら
）
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

（
１
）

。
一
九
八
〇
年
代 

に
は
す
で
に
、
中
世
に
確
立
し
た
宗
教
的
善
行
に
よ
る
救
貧
論
か
ら
、
近
代
の
世
俗
行
政

に
よ
る
集
権
的
な
社
会
福
祉
政
策
論
へ
の
転
換
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
パ
ー
リ
ア
が

「
慈
愛
（
カ
リ
タ
ス
）
か
ら
福
祉
（
ア
ッ
シ
ス
テ
ン
ツ
ァ
）
へ
」
と
端
的
に
説
明
す
る
こ

の
変
容
は
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
起
き
て
い
る
。
一
方
、
西
洋
美
術
史
の
領
域
で

は
、
キ
リ
ス
ト
や
聖
人
の
病
人
治
癒
場
面
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
清
貧
思
想
や
「
七
つ
の

善
行
」
の
図
像
学
な
ど
、
宗
教
主
題
に
登
場
す
る
貧
者
像
へ
の
言
及
は
作
家
・
作
品
論
に

広
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
近
年
、
歴
史
研
究
と
表
象
研
究
を
架
橋
し
て
十
六
世
紀
の
新
た

な
貧
民
像
に
光
を
あ
て
る
研
究
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
筆
者
も
ま
た
、
貧
民
イ
メ
ー
ジ

を
所
与
の
図
像
主
題
と
し
て
捉
え
る
静
的
な
分
析
姿
勢
と
は
一
線
を
画
し
、
十
七
世
紀
イ

タ
リ
ア
絵
画
を
対
象
に
、
貧
民
を
巡
る
議
論
や
実
践
と
貧
民
表
象
と
を
包
括
的
に
論
じ
る

研
究
を
進
め
て
い
る

（

２

）

。
本
論
で
は
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
近
世
イ
タ
リ
ア
の
貧
民
表
象

を
整
理
し
、
貧
民
の
身
体
に
刻
印
さ
れ
た
意
味
と
論
点
を
抽
出
す
る
。 
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第
一
章 

救
貧
思
想
と
貧
者
イ
メ
ー
ジ
の
変
容 

―
十
六
世
紀 

 
ま
ず
、
近
世
イ
タ
リ
ア
の
救
貧
論
の
基
本
的
論
点
と
、
近
世
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る

貧
者
表
象
の
多
様
性
を
整
理
し
て
み
た
い
。 

十
六
世
紀
の
貧
者
観
念
の
変
容
と
そ
れ
に
呼
応
す
る
絵
画
表
現
に
焦
点
を
当
て
た
先
行

研
究
の
う
ち
、
ニ
コ
ル
ズ
の
『
貧
困
の
芸
術
』
は
、
十
七
世
紀
の
貧
民
イ
メ
ー
ジ
を
論
じ

る
上
で
基
本
的
な
枞
組
を
提
供
し
て
く
れ
る

（

３

）

。
彼
は
教
会
装
飾
な
ど
公
式
性
の
強
い
芸
術

作
品
と
印
刷
本
や
版
画
な
ど
不
特
定
多
数
に
向
け
た
複
製
芸
術
と
で
表
現
に
差
異
が
あ
る

こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
、
ア
ル
プ
ス
以
北
と
イ
タ
リ
ア
の
絵
画
伝
統
上
の
差
異
と
展
開
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
地
域
と
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
の
差
異
と
連
続
性
を
追
っ
て
い
る
。
十
六
世

紀
に
は
北
方
で
創
出
さ
れ
た
反
救
貧
主
義
的
貧
民
像
と
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
貧
民
像
の

古
典
主
義
的
理
想
化
が
影
響
し
合
い
な
が
ら
共
存
し
て
い
た
。 

こ
の
時
期
、
イ
タ
リ
ア
の
救
貧
論
争
で
は
、
社
会
的
弱
者
を
「
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
」
と

見
な
す
伝
統
的
思
想
と
、
北
方
の
否
定
的
貧
民
論
と
共
通
す
る
「
救
済
す
べ
き
貧
者
と
怠

惰
な
貧
者
と
の
弁
別
」
思
想
が
対
立
し
、
誰
が
救
済
す
べ
き
貧
者
か
が
争
点
と
な
っ
た
。

ア
イ
ケ
マ
は
早
い
段
階
で
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ロ
ッ
ト
の
祭
壇
画
《
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
の
施

し
》
（
一
五
四
一
―
四
二
年
）
【
図
５
】
に
お
け
る
慈
善
描
写
の
非
伝
統
的
な
要
素
を
指

摘
し
、
背
後
に
あ
る
托
鉢
修
道
会
内
部
の
路
線
対
立
と
、
弁
別
的
救
貧
思
想
を
浮
き
彫
り

に
し
た

（

４

）

。 

一
方
、
十
六
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
い
て
貧
民
像
の
理
想
化
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
画
家
の
ひ
と
り
フ
ェ
デ
リ
コ
・
バ
ロ
ッ
チ
（
一
五
三
五
―
一
六
一
二
年
）
は
、

ニ
コ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
初
め
て
「
微
笑
む
」
貧
者
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。
甲
斐
教
行
は
バ
ロ

ッ
チ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
の
中
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
系
改
革
派
修
道
会
カ
ッ
プ
チ
ー
ノ

会
の
霊
性
を
手
が
か
り
に
、
バ
ロ
ッ
チ
固
有
の
絵
画
表
現
を
解
釈
し
た

（

５

）

。
特
に
、
対
抗
宗

教
改
革
期
の
宗
教
画
に
挿
入
さ
れ
る
貧
し
い
母
子
群
像
が
、
物
質
的
慈
愛
と
霊
的
観
想
に

観
者
を
導
く
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
の
指
摘
は
本
論
の
問
題
設
定
に
重
大
な
示
唆
を

与
え
て
い
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
十
七
世
紀
に
ペ
ス
ト
図
像
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
な
る

死
ん
だ
母
と
そ
の
乳
房
に
す
が
る
幼
児
の
群
像
に
着
目
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
観
点
か
ら
考

察
を
試
み
た
。
甲
斐
氏
の
指
摘
を
敷
衍
し
、
母
子
モ
チ
ー
フ
を
含
め
た
十
七
世
紀
の
ペ
ス

ト
犠
牲
者
像
を
貧
者
の
身
体
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
直
す
た
め
に
、
本
論
の
最
後
で
作

業
仮
説
を
示
し
た
い
。 

 

一 
 

キ
リ
ス
ト
の
貧
者 

キ
リ
ス
ト
教
図
像
に
お
け
る
伝
統
的
な
貧
者
像
は
、
物
質
的
慈
善
の
対
象
と
し
て
登
場

す
る
。
イ
エ
ス
の
山
上
の
垂
訓
に
あ
る
「
憐
み
深
い
人
は
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
は

憐
み
を
受
け
る
」
（
マ
タ
イ
五
章
七
節
）
に
基
づ
き
、
七
つ
の
善
行
（
マ
タ
イ
二
五
章
三

五
―
四
〇
節
）
に
努
め
た
信
者
は
最
後
の
審
判
で
救
済
を
得
ら
れ
る
と
さ
れ
た

（

６

）

。
キ
リ
ス

ト
や
使
徒
が
病
人
や
身
障
者
を
治
癒
す
る
場
面
（
例
え
ば
マ
ザ
ッ
チ
ョ
《
足
萎
え
を
癒
す

ペ
テ
ロ
》
一
四
二
六
―
二
七
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
カ
ル
ミ

ネ
聖
堂
）
や
《
貧
者
に
マ
ン
ト
を
分
け
る
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
》
な
ど
貧
者
へ
の
施
し
に
は
、

義
足
や
杖
で
不
自
由
な
身
体
を
支
え
る
身
障
者
や
働
く
こ
と
の
で
き
な
い
老
人
、
衣
服
の

破
れ
た
貧
し
い
巡
礼
者
が
描
か
れ
る
。
彼
ら
は
余
剰
の
富
を
善
行
に
向
け
さ
せ
、
施
し
手

に
浄
財
と
救
済
の
機
会
を
与
え
る
「
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
」
な
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
貧
者

に
は
、
物
的
財
産
を
放
棄
し
た
托
鉢
修
道
会
の
理
想
も
含
ま
れ
る

（

７

）

。
彼
ら
の
貧
困
は
キ
リ
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ス
ト
に
倣
っ
た
「
選
ば
れ
た
」
貧
し
さ
で
あ
り
、
清
貧
と
い
う
高
い
宗
教
的
価
値
を
持
っ

た
。 

 

二 

貧
民
観
の
変
化
と
新
た
な
貧
民
像 

伝
統
的
な
慈
善
対
象
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
」
と
、
托
鉢
修
道
士
に
よ
る
「
選

択
さ
れ
た
貧
し
さ
（
清
貧
）
」
が
肯
定
的
な
貧
者
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す
る
と
す
れ
ば
、
他

方
で
、
初
期
資
本
主
義
経
済
を
基
盤
に
発
達
し
た
十
五
世
紀
の
都
市
文
化
で
は
、
労
働
に

高
い
道
徳
的
価
値
が
置
か
れ
、
他
者
の
施
し
に
よ
っ
て
生
き
る
物
乞
い
に
非
難
が
集
ま
る

よ
う
に
な
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
科
学
思
想
で
は
大
宇
宙
と
小
宇
宙
（
人
間
）
を
照
応
関
係

で
捉
え
、
惑
星
が
人
間
の
体
質
や
運
命
に
与
え
る
影
響
を
視
覚
化
し
た
「
惑
星
の
こ
ど
も

た
ち
」
と
い
う
図
像
が
多
く
作
ら
れ
た
。
十
五
世
紀
半
ば
の
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ

の
版
画
《
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
子
ど
も
た
ち
》
（
一
四
六
五
年
以
前
、
ロ
ン
ド
ン
、
大
英
図

書
館
）
【
図
１
】
を
見
る
と
、
土
星
の
も
と
に
生
ま
れ
た
者
は
憂
鬱
質
で
非
活
動
的
で
あ

る
と
い
う
考
え
に
従
っ
て
、
農
民
、
孤
独
に
手
作
業
に
励
む
修
道
士
、
屠
殺
職
人
が
描
か

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
画
面
の
下
辺
に
押
し
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
囚
人
、
物
乞
い
を
す
る

身
体
障
害
者
、
放
浪
の
行
商
人
、
「
ジ
プ
シ
ー
」
の
一
群
が
い
る
の
は
【
図
２
】
、
憂
鬱

質
が
も
た
ら
す
「
無
為
」
が
、
労
働
を
し
な
い
怠
惰
な
生
き
方
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
た
め

で
あ
る
。 

物
乞
い
や
非
定
住
民
を
怠
惰
の
悪
徳
と
結
び
つ
け
る
思
想
は
、
労
働
、
生
産
・
商
業
活

動
に
支
え
ら
れ
た
都
市
社
会
と
相
い
れ
な
い
「
他
者
」
と
し
て
の
貧
民
イ
メ
ー
ジ
を
生
み

出
し
た
。
十
五
世
紀
半
ば
に
人
文
主
義
者
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
は
『
モ
ム
ス
』
を
著
し
、
都
市

に
溢
れ
る
「
乞
食
は
他
者
の
汗
と
労
働
の
上
に
胡
坐
を
か
く
」
寄
生
者
で
あ
り
、
「
自
分

の
都
合
で
閑
暇
を
悪
用
す
る
」
と
激
し
く
非
難
し
た

（

８

）

。
『
モ
ム
ス
』
が
公
刊
さ
れ
た
一
五

二
〇
年
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
議
会
で
「
偽
乞
食
」
に
ガ
レ
ー
船
送
り
か
市
外
追

放
の
罰
則
を
課
し
た
最
初
の
貧
民
法
が
発
布
さ
れ
、
以
後
、
公
的
慈
善
を
監
督
・
実
施
す

る
高
官
（P

ro
cu

rato
re d

i S
an

 M
arco

）
の
も
と
救
済
に
値
す
る
「
真
の
貧
者
」
と
排
除
す

べ
き
「
怠
惰
な
貧
者
」
の
弁
別
が
公
的
福
祉
の
現
場
に
導
入
さ
れ
た

（

９

）

。
一
五
二
六
年
に
、

商
業
経
済
の
盛
ん
な
フ
ラ
ン
ド
ル
で
、
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の
知
識
人
フ
ア
ン
・
ル
イ
ス
・

ビ
ベ
ス
（
一
四
九
三
―
一
五
四
〇
年
）
が
『
救
貧
論D

e su
b
v
en

tio
n
e p

au
p
eru

m

』
を
発

表
し
た
。
都
市
に
お
け
る
物
乞
い
行
為
の
全
面
禁
止
と
、
体
の
動
く
貧
者
に
労
働
を
課
す

こ
と
を
説
く
ビ
ベ
ス
の
著
書
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
の
公
的
貧
民
対
策
に
決
定
的
な
影
響

を
与
え
た
。
一
五
四
五
年
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。 

フ
ィ
オ
ラ
ー
ニ
に
よ
る
と
、
十
六
世
紀
の
ロ
ー
マ
で
は
宗
教
思
想
を
基
盤
に
貧
困
を
道

徳
倫
理
上
の
問
題
と
見
る
枞
組
が
強
く
、
施
し
手
の
霊
的
救
済
手
段
と
し
て
物
理
的
慈
愛

（
善
行
）
を
位
置
づ
け
る
伝
統
的
な
救
貧
論
と
、
貧
者
の
資
質
を
問
う
新
た
な
救
貧
論
と

が
併
存
し
た
。
十
六
世
紀
末
に
論
調
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
神
学
者
ロ
ベ
ル

ト
・
ベ
ッ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
（
一
五
四
二
―
一
六
二
一
年
）
は
、
一
六
〇
二
年
の
説
教
で
、
貧

富
の
差
は
神
の
摂
理
で
あ
り
労
働
に
よ
っ
て
自
活
す
る
者
は
余
剰
を
救
貧
に
回
す
べ
し
と

い
う
古
来
の
論
理
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
貧
困
を
も
た
ら
す
罪
と
し
て
、
身
の
丈
以
上

に
贅
沢
を
望
む
貧
者
の
傲
慢
、
貧
者
の
怠
惰
、
神
の
恩
寵
に
身
を
委
ね
な
い
貧
者
の
不
信

心
を
挙
げ
た

（
１
０
）

。 
十
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
半
島
は
、
一
五
二
七
年
の
ロ
ー
マ
劫
掠
に
発
展
す
る
イ
タ
リ
ア

戦
争
の
戦
場
と
な
り
疫
病
と
凶
作
が
常
態
と
な
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
以
北
で
は
宗
教
改
革
の

拡
大
と
世
俗
王
権
の
伸
張
が
進
み
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
広
範
囲
の
信
徒
と
財
源
を
失
っ
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た
。
近
世
の
貧
困
問
題
は
、
恒
常
的
に
飢
え
と
隣
合
せ
の
農
村
人
口
が
疫
病
と
凶
作
に
よ

っ
て
困
窮
化
し
、
都
市
に
活
路
を
求
め
る
構
造
的
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ベ
ッ
ラ
ル
ミ

ー
ノ
は
「
貧
者
は
怠
惰
に
生
き
て
は
な
ら
ず
、
都
市
や
農
村
で
働
く
べ
き
」
と
言
い
、
そ

も
そ
も
病
や
困
窮
、
社
会
的
周
縁
化
は
信
仰
を
忘
れ
怠
惰
に
走
っ
た
罪
の
結
果
で
あ
る
と

断
定
し
た

（
１
１
）

。
物
乞
い
を
怠
惰
の
罪
と
見
な
し
、
労
働
に
よ
る
自
活
を
説
く
論
調
は
、
一
世

紀
前
の
ビ
ベ
ス
の
新
救
貧
論
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
専
門
官
吏
の
監
督
に
よ
る
、
真
の
貧

者
と
偽
り
の
貧
者
の
厳
正
な
区
別
に
則
っ
た
集
権
的
な
困
窮
者
支
援
政
策
は
、
都
市
へ
の

絶
え
間
な
い
貧
民
流
入
に
対
処
で
き
ず
、
不
労
貧
民
の
市
外
追
放
令
も
解
決
策
に
は
な
ら

な
か
っ
た

（
１
２
）

。 

 

①
ラ
フ
ァ
エ
ロ
以
後
の
理
想
的
貧
民
像 

 

救
貧
論
と
貧
困
対
策
の
変
容
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、
否
定
的
な
貧
者
イ
メ
ー
ジ
が
登
場
し
た
。
十
六
世
紀
前
半
か
ら
、
フ
ラ
ン
ド
ル

と
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
地
域
を
中
心
に
、
身
体
を
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
戯
画
化
さ
れ

た
「
怠
惰
な
乞
食
」
イ
メ
ー
ジ
が
作
り
出
さ
れ
た
。
ル
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
デ
ン
の
連

作
版
画
（
一
五
〇
九
―
一
〇
年
）
で
は
、
物
乞
い
は
男
女
と
も
身
体
の
障
害
や
疾
病
を
示

す
義
手
義
足
を
付
け
ず
、
衣
服
に
両
手
を
隠
し
労
働
を
嫌
う
「
怠
惰
」
の
身
ぶ
り
を
し
て

い
る
。
こ
れ
が
、
労
働
で
き
る
身
体
を
も
ち
な
が
ら
他
者
の
施
し
に
依
存
す
る
「
怠
惰
な

乞
食
」
と
し
て
の
偽
貧
者
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

（
１
３
）

。
否
定
的
な
貧
者
像
は
一
点
物
の
油
彩
画
よ

り
も
広
範
に
流
布
す
る
版
画
媒
体
を
通
し
て
流
布
し
、
特
に
托
鉢
修
道
会
を
「
怠
惰
な
乞

食
」
と
見
な
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
非
難
す
る
攻
撃
の
一
端
を
担
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
絵
画
で
は
、
一
五
四
〇
年
代
ま
で
に
貧
民
の
身
体
表
現
を
理

想
化
す
る
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
は
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
使
徒
行
伝
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
連
作
の
《
足
萎
え
の
治
癒
》
カ
ル
ト
ー
ネ
（
一
五
一
五
―
一
六
年
、
ロ
ン
ド
ン
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
&
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
）
に
お
い
て
、
身
体
障
害
を
持
つ
物
乞
い
に
四
肢

の
捻
じ
れ
と
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
顔
を
与
え
た
が
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
追
随
者
た
ち
は
宗
教

画
に
物
乞
い
や
貧
者
を
多
数
登
場
さ
せ
、
古
典
彫
像
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

な
ど
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
の
モ
デ
ル
を
引
用
し
た
美
し
い
身
体
を
与
え
て
い
っ
た
。
中

で
も
一
五
二
三
年
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
グ
リ
マ
ー
ニ
が
ロ
ー
マ
公
邸
に
陳
列
し
た
古

典
彫
像
《
瀕
死
の
ガ
リ
ア
人
》
（
二
〇
〇
年
頃
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
考
古
学
博
物
館
）
【
図

３
】
は
、
傷
つ
い
て
仰
け
反
る
古
典
主
義
的
人
体
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ペ
ル
ッ
ツ
ィ
の
《
マ

リ
ア
の
神
殿
奉
献
》
（
一
五
二
三
年
、
ロ
ー
マ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
ニ
マ
聖
堂
）

準
備
素
描
（
一
五
二
三
年
頃
）
、
ジ
ュ
リ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
《
キ
リ
ス
ト
と
姦
淫
の
女
》

（
一
五
七
五
年
以
後
の
版
画
で
伝
わ
る
）
、
ダ
ニ
エ
ー
レ
・
ダ
・
ヴ
ォ
ル
テ
ッ
ラ
の
《
マ

リ
ア
の
神
殿
奉
献
》
（
一
五
四
八
―
五
三
年
、
ロ
ー
マ
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ

聖
堂
）
等
で
、
半
裸
の
物
乞
い
の
描
写
に
引
用
さ
れ
た

（
１
４
）

。 

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
カ
ル
ト
ー
ネ
図
像
は
ロ
ー
マ
で
こ
れ
を
模
写
し
た
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ

や
カ
ラ
リ
オ
の
版
画
を
通
し
て
北
イ
タ
リ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
。
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
の
版

画
（
一
五
三
〇
年
頃
）
で
は
す
で
に
、
野
卑
な
要
素
を
取
り
去
っ
た
「
美
し
い
」
物
乞
い

へ
と
改
変
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
参
照
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
画
家
の
間
で
も
古
典
主
義
的
な

美
し
い
身
体
を
も
っ
た
物
乞
い
・
病
人
・
貧
民
の
表
現
が
主
流
と
な
っ
た

（
１
５
）

。
テ
ィ
ン
ト
レ

ッ
ト
は
古
典
彫
像
と
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
を
幅
広
く
参
照
し
た
が
、
モ
デ
ル
と
す
る
人
体
に

内
在
す
る
意
味
が
引
用
先
の
テ
ー
マ
と
適
合
す
る
よ
う
デ
コ
ー
ル
ム
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
《
キ
リ
ス
ト
と
姦
淫
の
女
》
（
一
五
四
六
―
四
七
年
頃
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
絵

画
館
）
で
は
、
右
端
で
横
臥
す
る
病
人
＝
貧
者
に
《
ガ
リ
ア
人
》
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
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《
昼
》
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
虐
げ
ら
れ
た
者
、
瀕
死
の
苦
痛
に
苛
ま
れ
る
者
の
重
く

横
臥
す
る
ポ
ー
ズ
は
、
近
づ
く
死
と
審
判
を
待
ち
贖
罪
を
願
う
罪
人
と
し
て
の
人
間
性
を

表
す
造
形
言
語
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る

（
１
６
）

。 

興
味
深
い
こ
と
に
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
《
ペ
ス
ト
患
者
を
癒
す
聖
ロ
ク
ス
》
（
一
五

四
九
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
サ
ン
・
ロ
ッ
コ
聖
堂
）
【
図
４
】
を
見
る
と
、
半
裸
で
腫
瘍

を
示
す
男
性
病
人
に
は
《
ガ
リ
ア
人
》
【
図
３
】
や
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
《
死
せ
る
キ
リ
ス

ト
》
（
一
五
〇
〇
―
一
〇
年
頃
、
ミ
ラ
ノ
、
ブ
レ
ラ
美
術
館
）
を
引
用
し
て
理
想
化
さ
れ

た
古
典
的
身
体
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
を
介
護
す
る
若
い
女
性
と
体
の
衰
え
た
老

人
は
同
時
代
の
施
療
院
を
思
わ
せ
る
写
実
的
な
様
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
ニ
コ
ル
ズ
は
、

一
五
四
〇
年
代
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
貧
民
強
制
労
働
策
の
一
環
と
し
て
老
人
院
と
施
療

院
で
の
介
護
労
働
に
回
心
娼
婦
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
介
護
者
の
描
写
と
の

関
連
を
示
唆
し
た

（
１
７
）

。
質
素
な
服
装
の
若
い
看
護
者
た
ち
は
胸
元
を
大
き
く
開
い
た
姿
で
描

か
れ
て
お
り
、
彼
女
ら
が
元
売
春
婦
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
工
夫
と
し
て
読
む
こ
と
も

で
き
よ
う
。
街
娼
は
職
を
も
た
な
い
貧
困
層
の
女
性
に
残
さ
れ
た
自
活
手
段
で
あ
り
、
介

護
者
も
ま
た
貧
者
の
は
ず
だ
が
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
は
聖
人
の
治
癒
に
与
か
れ
る
男
性
病

人
た
ち
の
理
想
的
身
体
と
弁
別
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
ビ
ベ
ス
が
唱
え
た
よ
う

な
、
貧
者
を
罪
あ
る
生
活
か
ら
引
き
離
し
、
社
会
に
有
用
な
労
働
を
与
え
て
自
活
さ
せ
る

近
世
の
規
律
訓
練
型
貧
民
政
策
を
称
揚
す
る
意
味
合
い
が
強
い
。 

 

②
真
の
貧
者
／
偽
の
貧
者 

 

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ロ
ッ
ト
の
《
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
の
施
し
》

（
一
五
四
〇
―
四
二
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
サ
ン
テ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
エ
・
パ
オ
ロ

聖
堂
）
【
図
５
】
は
、
無
差
別
の
救
貧
で
は
な
く
、
救
う
べ
き
真
の
貧
者
と
偽
の
物
乞
い

を
区
別
し
、
適
切
な
施
し
を
与
え
る
こ
と
で
施
し
手
の
魂
が
救
済
さ
れ
る
と
い
う
思
想
を

明
確
に
表
現
し
た
、
イ
タ
リ
ア
絵
画
で
は
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
水
平
に
三
分
割
さ
れ
た

画
面
前
景
に
は
、
腕
を
伸
ば
し
て
施
し
を
求
め
、
請
願
を
渡
そ
う
と
す
る
民
衆
が
描
か
れ

て
い
る
。
手
す
り
に
よ
っ
て
群
衆
と
分
か
れ
た
中
景
で
は
、
硬
貨
の
袋
を
手
に
施
し
の
相

手
と
金
額
を
吟
味
す
る
司
祭
と
、
ベ
ー
ル
を
被
っ
た
女
性
か
ら
請
願
を
受
け
取
り
他
の
請

願
を
拒
む
高
位
聖
職
者
が
、
教
会
権
に
よ
る
統
制
さ
れ
た
慈
善
を
行
っ
て
い
る
。
上
景
で

天
使
の
声
を
聞
き
な
が
ら
請
願
を
審
査
す
る
聖
人
が
、
十
五
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ド
メ

ニ
コ
会
士
で
大
司
教
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
（
一
四
〇
五
―
五
九
年
）
で
あ
る
。 

ア
イ
ケ
マ
の
優
れ
た
分
析
に
よ
る（

１

と８
）

、
祭
壇
画
制
作
の
背
景
に
は
ド
メ
ニ
コ
会
内
部
の

対
立
が
あ
っ
た
。
一
五
二
〇
年
よ
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
法
制
化
さ
れ
た
国
家
的
救
貧
政
策

と
同
じ
く
、
受
益
者
を
選
別
す
る
ロ
ッ
ト
の
描
写
は
、
聖
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
の
救
貧
思
想
に

則
っ
て
い
る
。
ビ
ベ
ス
に
半
世
紀
先
立
っ
て
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
は
「
偽
の
乞
食
を
見
分
け
、

真
に
施
し
を
必
要
と
し
て
い
る
者
を
対
象
と
せ
よ
」
と
説
い
た
。
ロ
ッ
ト
の
施
主
で
あ
る

院
長
は
こ
の
改
革
的
慈
善
思
想
を
図
像
化
す
る
こ
と
で
院
内
改
革
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
、
と

ア
イ
ケ
マ
は
解
釈
し
て
い
る
。
教
会
の
施
し
を
求
め
る
群
衆
の
う
ち
、
救
済
す
べ
き
真
の

貧
者
と
見
な
せ
る
の
は
、
黒
い
ベ
ー
ル
の
寡
婦
と
尐
女
を
連
れ
た
女
性
、
そ
し
て
壁
際
で

ベ
ー
ル
を
被
り
俯
い
た
女
性
で
あ
る
。
後
者
は
家
柄
か
ら
困
窮
を
訴
え
に
く
い
没
落
市
民

で
、
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
も
「
恥
じ
入
る
貧
者
」
と
呼
ん
で
特
に
救
済
す
べ
き
と
説
い
た

（
１
９
）

。 

 
③
リ
ー
パ『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ア
』の
擬
人
像 

 

近
世
に
大
き
く
変
容
し
た
貧
者
概
念
は
、

寓
意
擬
人
像
を
事
典
化
し
た
リ
ー
パ
の
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ア
』
（
初
版
一
五
九
三
年
）
に
ど

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う（

２

か０
）

。
四
種
の
《
貧
困
》
擬
人
像
の
う
ち
「
物
乞
い
を
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す
る
ジ
プ
シ
ー
風
の
女
」
と
「
黒
ず
ん
だ
服
を
着
た
痩
せ
て
恐
ろ
し
い
形
相
の
女
」
は
物

質
的
窮
乏
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
流
浪
す
る
貧
者
へ
の
他
者
視
も
窺
え
る
。
偽
乞
食

の
悪
徳
と
さ
れ
た
《
怠
惰
》
の
擬
人
像
は
「
髪
を
振
り
乱
し
安
物
で
汚
れ
た
服
の
女
、
う

つ
む
い
て
両
手
で
胸
を
隠
し
足
を
重
ね
て
座
る
」
と
あ
る
。
衣
服
で
手
を
隠
す
「
怠
惰
な

貧
者
／
偽
乞
食
」
は
十
六
世
紀
北
方
の
反
救
貧
図
像
に
頻
出
す
る
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
で

は
、
貧
困
の
要
因
で
あ
り
状
態
で
も
あ
る
《
飢
え
》
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
リ
ー
パ
は
「
痩

せ
て
み
す
ぼ
ら
し
い
女
、
右
手
に
柳
の
枝
、
左
手
に
軽
石
を
も
つ
」
と
し
、
不
毛
と
不
妊

が
飢
え
・
飢
饉
の
主
原
因
と
解
説
し
た
。
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
で
非
生
産
的
な
痩
せ
た

女
性
像
は
、
物
質
的
窮
乏
と
精
神
的
な
貧
し
さ
の
双
方
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。 

  

第
二
章 

貧
民
母
子
像
の
系
譜 

一 

慈
愛
擬
人
像 

 

キ
リ
ス
ト
教
的
隣
人
愛
や
「
七
つ
の
善
行
」
の
表
現
に
は
、
キ
リ
ス
ト
や
使
徒
に
よ
る

病
人
の
治
癒
、
聖
人
の
貧
者
＝
病
人
へ
の
施
し
や
看
護
と
い
っ
た
物
語
主
題
の
ほ
か
、
対

神
徳
の
ひ
と
つ
「
慈
愛
（
カ
リ
タ
ス
）
」
概
念
の
擬
人
像
が
あ
る
。
甲
斐
は
、
バ
ロ
ッ
チ

の
《
民
衆
の
聖
母
》
の
前
景
左
に
大
き
く
描
か
れ
た
貧
し
い
母
子
群
像
を
分
析
す
る
過
程

で
「
慈
愛
」
擬
人
像
の
系
譜
を
辿
り
直
し
て
い
る
。
慈
愛
に
は
物
質
的
な
恵
み
を
表
す
「
隣

人
愛
」
の
次
元
と
、
神
へ
の
愛
と
い
う
霊
的
な
美
徳
を
表
す
「
慈
愛
」
が
あ
る
が
、
十
三

世
紀
半
ば
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
聖
堂
装
飾
の
中
に
女
性
擬
人
像
が
現
れ
た
。
前
者
は
貧
者
や

弱
者
へ
の
施
し
と
い
う
具
体
的
な
行
為
に
よ
っ
て
、
後
者
は
炎
や
心
臓
な
ど
愛
を
象
徴
す

る
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
例
が
一
般
的
だ
が
、
十
四
世
紀
前
半
よ
り
、
慈

愛
擬
人
像
と
し
て
の
授
乳
の
母
子
群
像
が
登
場
し
た
。
甲
斐
に
よ
る
と
最
初
期
の
例
が
テ

ィ
ー
ノ
・
ダ
・
カ
マ
イ
ー
ノ
に
よ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
洗
礼
堂
の
た
め
の
母
子
群
像
（
一
三

二
一
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
美
術
館
）
で
あ
る

（
２
１
）

。 

両
の
乳
房
を
子
ど
も
に
吸
わ
せ
る
女
性
座
像
は
、
古
代
に
お
い
て
は
豊
饒
を
司
る
大
地

女
神
テ
ル
ス
や
ホ
ル
ス
に
授
乳
す
る
イ
シ
ス
女
神
の
イ
メ
ー
ジ
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
皇
帝

の
美
徳
（
ピ
エ
タ
ス
）
、
キ
リ
ス
ト
教
中
世
で
は
エ
ク
レ
シ
ア
（
信
徒
を
霊
的
な
乳
で
育

む
教
会
）
の
女
性
擬
人
像
に
用
い
ら
れ
た
長
い
歴
史
を
持
つ

（
２
２
）

。
子
ど
も
に
授
乳
す
る
女
性

像
が
慈
愛
擬
人
像
と
な
っ
た
十
四
世
紀
前
半
は
、
イ
タ
リ
ア
中
部
で
イ
エ
ス
に
授
乳
す
る

聖
母
マ
リ
ア
図
像
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
る

（
２
３
）

。
そ
の
背
景
に
は
、
マ
イ
ル
ズ
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
深
刻
な
食
糧
難
と
経
済
危
機
だ
け
で
な
く
、
都
市
民
の
間
に
高
ま
っ

た
乳
母
制
度
の
需
要
や
、
こ
れ
に
反
対
す
る
聖
職
者
や
男
性
知
識
人
か
ら
の
母
乳
育
児
の

奨
励
な
ど
、
授
乳
行
為
が
社
会
的
な
争
点
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

（
２
４
）

。
授
乳
は
乳
児

と
い
う
最
も
弱
き
存
在
に
と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
的
な
恵
み
で
あ
り
、
同
時
に
ト
マ
ス
・

ア
ク
ィ
ナ
ス
ら
が
神
へ
の
愛
に
比
し
た
「
見
返
り
を
求
め
な
い
母
性
愛
」
の
観
念
を
も
想

起
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
幼
児
に
授
乳
す
る
女
性
像
が
一
般
に
「
母
子
」
と
呼
ば
れ
る

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
甲
斐
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
ま
で
の

母
子
像
に
よ
る
慈
愛
表
現
の
展
開
を
後
づ
け
、
一
五
〇
〇
年
代
に
は
絵
画
・
彫
刻
双
方
に

子
ど
も
を
伴
う
慈
愛
女
性
擬
人
像
が
一
般
化
し
た
と
述
べ
て
い
る

（
２
５
）

。 

 
一
章
で
検
討
し
た
十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る
肯
定
的
な
貧
者
イ
メ
ー
ジ
は
、

主
要
場
面
を
説
明
す
る
周
縁
的
な
位
置
か
ら
徐
々
に
画
面
前
景
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

世
紀
後
半
に
近
づ
く
に
従
っ
て
人
数
も
増
え
て
い
っ
た
。
一
五
八
〇
年
代
よ
り
プ
ロ
ト
・

バ
ロ
ッ
ク
の
潮
流
を
起
こ
す
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
派
の
ア
ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
は
、
ボ
ロ
ー
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ニ
ャ
の
サ
ン
・
プ
ロ
ス
ペ
ロ
聖
堂
祭
壇
画
《
聖
ロ
ク
ス
の
施
し
》（
一
五
八
八
―
九
五
年
、

ド
レ
ス
デ
ン
、
絵
画
館
）
【
図
６
】
に
お
い
て
、
画
面
の
前
景
と
中
景
に
英
雄
的
な
貧
民

群
像
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
展
開
し
て
い
る
。
左
前
景
の
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
男
女
と
施
し

の
硬
貨
を
手
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の
群
像
は
、
近
世
の
貧
民
イ
メ
ー
ジ
に
頻
出
す
る
「
ジ

プ
シ
ー
の
一
家
」
を
想
起
さ
せ
る
。
膝
を
組
ん
で
体
を
ね
じ
る
男
性
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
引

用
（
《
聖
体
の
論
議
》
の
ア
ダ
ム
）
で
あ
り
、
一
五
九
四
／
九
五
年
の
ロ
ー
マ
行
き
以
後
、

ア
ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
が
古
典
主
義
化
傾
向
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

（
２
６
）

。 

カ
ラ
ッ
チ
の
貧
民
像
に
つ
い
て
ニ
コ
ル
ズ
は
、
右
端
の
足
萎
え
を
台
車
で
運
ぶ
半
裸
の

男
性
に
、
貧
し
い
者
同
士
の
互
恵
と
隣
人
愛
の
理
想
像
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
筆
者
は
ニ

コ
ル
ズ
の
解
釈
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
カ
ラ
ッ
チ
が
新
た
な
貧
者
救
済
の
表
現
を
示

し
た
と
考
え
る
。
左
前
景
の
群
像
と
右
上
景
で
台
の
上
か
ら
金
銭
を
施
す
聖
人
と
を
つ
な

ぐ
重
要
な
位
置
に
、
た
っ
ぷ
り
と
布
を
纏
っ
た
裸
足
の
女
性
が
左
胸
に
乳
児
を
抱
い
て
階

段
を
降
り
て
い
る
。
他
の
貧
者
が
施
す
聖
人
の
も
と
に
集
ま
る
か
、
す
で
に
受
け
取
っ
た

硬
貨
を
手
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
女
性
だ
け
は
硬
貨
や
空
の
椀
な
ど
施
し
の
受

け
手
と
し
て
の
印
を
持
た
な
い
。
古
代
ロ
ー
マ
の
マ
ト
ロ
ン
像
を
思
わ
せ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
ル
な
身
ぶ
り
は
、彼
女
に
高
貴
な
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
。構
図
の
要
と
な
る
位
置
や
、

衣
を
押
さ
え
な
が
ら
背
後
の
貧
者
（
尐
年
に
導
か
れ
る
盲
人
）
に
観
者
の
注
意
を
促
す
仕

草
は
、
こ
の
女
性
像
が
画
面
全
体
の
意
味
内
容
に
深
く
関
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
筆

者
は
、
中
央
の
母
子
像
を
慈
愛
の
擬
人
像
と
見
な
し
、
周
囲
に
風
俗
画
の
よ
う
に
展
開
す

る
貧
民
群
像
を
慈
愛
の
物
質
的
な
表
れ
（
隣
人
愛
）
と
捉
え
、
全
体
と
し
て
慈
愛
の
あ
る

べ
き
姿
を
表
す
と
考
え
る
。
十
六
世
紀
の
善
行
と
し
て
の
救
貧
論
で
は
、
施
す
相
手
を
見

誤
ら
な
い
こ
と
と
（
真
／
偽
の
区
別
）
、
神
へ
の
愛
と
隣
人
愛
に
裏
打
ち
さ
れ
た
誠
実
な

姿
勢
が
求
め
ら
れ
た
。
カ
ラ
ッ
チ
は
、
施
し
の
受
け
手
で
あ
る
母
子
像
を
、
神
へ
の
愛
と

隣
人
愛
か
ら
な
る
慈
愛
の
擬
人
像
に
昇
華
さ
せ
て
、
施
し
手
、
受
け
手
双
方
の
倫
理
的
正

し
さ
を
強
調
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

十
六
世
紀
末
に
現
れ
た
助
け
合
う
貧
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
カ
ラ
ッ
チ
の
後
継
者
で
ロ
ー

マ
に
古
典
主
義
絵
画
の
流
れ
を
作
っ
た
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
に
よ
っ
て
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
。

《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
施
し
》
（
一
六
一
一
―
一
四
年
、
ロ
ー
マ
、
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・

デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
）
【
図
７
】
で
は
、
貧
者
の
互
恵
と
自
助
が
明
瞭
に
描
か

れ
て
い
る
。
画
面
半
分
を
占
め
る
群
衆
は
、
老
人
を
運
ぶ
男
性
を
中
心
に
、
一
枚
の
布
を

奪
い
合
う
子
ど
も
と
叱
る
母
親
、
聖
女
か
ら
施
さ
れ
た
衣
服
や
布
地
を
さ
ら
に
分
け
あ
う

男
女
、
裸
の
子
に
着
せ
る
ベ
ー
ル
姿
の
寡
婦
と
す
べ
て
が
善
意
に
溢
れ
た
理
想
的
貧
者
で

あ
る
。 

 

二 

貧
民
母
子
の
変
容 

―
慈
愛
の
欠
如 

慈
愛
の
美
徳
と
貧
民
母
子
像
が
結
び
つ
く
可
能
性
を
念
頭
に
、
施
し
・
看
護
・
治
癒
な

ど
の
隣
人
愛
と
物
質
的
な
慈
善
の
場
面
を
見
直
す
と
、
幼
児
を
伴
う
貧
し
い
身
な
り
の
女

性
が
し
ば
し
ば
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

（
２
７
）

。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貧
民
法
に
は
救
済
す

べ
き
貧
者
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
「
乳
飲
み
子
を
抱
え
た
貧
し
い
女
性
」
が
含
ま
れ
た
。
伝
統
的

な
貧
者
像
は
足
萎
え
や
病
人
な
ど
伝
統
的
に
男
性
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
十
六
世
紀
に
は
救

貧
政
策
を
反
映
し
て
か
、
「
恥
じ
ら
う
貧
者
（
没
落
市
民
）
」
、
老
人
、
寡
婦
の
ほ
か
、

社
会
の
最
底
辺
に
い
た
母
親
た
ち
も
正
当
な
慈
善
対
象
と
し
て
可
視
化
さ
れ
た
。
母
で
あ

る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
片
方
の
乳
房
を
は
だ
け
て
授
乳
す
る
姿
も
多
い
。 
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ル
ー
ク
マ
ー
カ
ー
は
、
十
七
世
紀
絵
画
に
お
い
て
、
物
語
主
題
に
含
ま
れ
る
慈
愛
の
象

徴
的
意
味
を
補
足
す
る
た
め
に
「
慈
愛
」
の
擬
人
像
と
し
て
母
子
群
像
が
挿
入
さ
れ
た
と

指
摘
し
て
い
る

（
２
８
）

。
先
述
し
た
、
慈
善
に
関
わ
る
物
語
主
題
に
副
次
的
人
物
と
し
て
描
か
れ

た
授
乳
の
母
子
像
も
ま
た
、
慈
愛
と
い
う
概
念
の
擬
人
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
一
六
三
〇
年
以
後
の
ペ
ス
ト
情
景
に
お
い
て
、
慈
愛
の
母
子
像
と
同
じ
く
副
次

的
人
物
と
し
て
、
画
面
前
景
に
胸
を
は
だ
け
て
倒
れ
る
貧
困
女
性
と
子
供
の
群
像
は
、
ど

の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
マ
ッ
テ
ィ
ア
・
プ
レ
ー
テ
ィ
《
一
六
五
六
年
ナ

ポ
リ
の
ペ
ス
ト
終
焉
誓
願
市
門
壁
画
》
習
作
、
一
六
五
六
／
五
九
年
、
ナ
ポ
リ
、
カ
ー
ポ

デ
ィ
モ
ン
テ
美
術
館
）
【
図
８
】
。
ル
ー
ク
マ
ー
カ
ー
の
議
論
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
母
子
像
も
作
品
の
主
題
に
含
ま
れ
る
象
徴
的
意
味
を
説
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

筆
者
は
授
乳
で
き
な
い
貧
し
い
母
子
の
意
味
を
説
く
ヒ
ン
ト
を
、
甲
斐
が
取
り
上
げ
た
バ

ロ
ッ
チ
の
作
品
の
な
か
に
見
出
し
た
。
ロ
ー
マ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ソ
プ
ラ
・
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
聖
堂
ア
ル
ド
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ニ
祭
壇
の
た
め
の
《
聖
体
拝
領
式
の
制
定
》
清
書
素
描

（
一
六
〇
三
―
七
年
、
チ
ャ
ッ
ツ
ワ
ー
ス
、
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
【
図

９
】
で
、
バ
ロ
ッ
チ
は
前
景
左
隅
に
右
の
乳
房
を
は
だ
け
た
ま
ま
脱
力
し
た
よ
う
に
座
る

女
性
像
を
描
い
た

（
２
９
）

。
左
脇
の
子
供
が
空
の
皿
を
出
し
て
施
し
を
求
め
て
お
り
、
母
子
が
慈

善
に
頼
る
貧
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
女
性
の
膝
に
仰
向
け
に
な
っ
た
乳
児
は
母
乳
が

吸
え
ず
に
力
尽
き
た
よ
う
だ
。
完
成
作
で
は
貧
民
母
子
像
は
削
除
さ
れ
た
が
、
バ
ロ
ッ
チ

の
着
想
は
、授
乳
の
で
き
な
い
貧
民
母
子
に
よ
っ
て
物
質
的
な
慈
善（
地
上
の
カ
リ
タ
ス
）

を
表
し
、
後
景
に
示
さ
れ
た
高
次
の
慈
愛
（
聖
体
拝
領
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
霊
的
な
糧
）

を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
貧
者
の
身
体
を
ま
と
っ
た
こ
の
母
子
像
は
、
霊
的
な
糧
（
慈

愛
）
が
な
け
れ
ば
物
質
的
な
糧
（
施
し
）
も
窮
乏
し
、
信
仰
の
貧
困
化
に
陥
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。
授
乳
で
き
な
い
貧
困
女
性
の
身
体
は
、
慈
愛
の
欠
如
と
い
う
概
念
の
表
現

に
も
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

第
三
章 

ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
身
体 

―
十
七
世
紀
の
貧
者
像
再
考
に
向
け
て 

一 

理
想
的
身
体
の
再
考 

一
五
四
〇
年
代
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
画
家
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
が
提
起
し
た
一
連
の
貧
者

像
を
は
じ
め
、
十
六
、
十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る
貧
者
表
象
に
は
、
身
体
を

理
想
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
画
家
た
ち
は
、
善
行
、
慈
善
に
「
値
す
る
」
貧
民
像
に

対
し
て
、
英
雄
的
で
古
典
的
な
身
体
や
身
ぶ
り
を
与
え
、
彼
ら
を
互
助
・
互
恵
精
神
に
溢

れ
、
信
仰
心
と
誠
実
さ
の
持
ち
主
と
し
て
表
す
物
語
性
を
導
入
し
た
。
た
だ
し
、
英
雄
的
・

古
典
主
義
的
貧
民
＝
病
人
像
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
施
主
や
制
作
目
的
、
主
題
の
選
択

な
ど
図
像
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
、
二
つ
の
方
向
に
分
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

ひ
と
つ
は
、
十
六
世
紀
の
理
想
的
貧
民
像
に
典
型
的
な
、
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
手
段
と
し
て
古
典
主
義
的
身
体
が
使
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
五
世
紀
か
ら
十

七
世
紀
ま
で
受
難
の
キ
リ
ス
ト
や
殉
教
聖
人
に
広
く
用
い
ら
れ
た
造
形
言
語
で
あ
り
、
誘

惑
に
打
ち
勝
ち
、
苦
痛
に
耐
え
、
救
済
の
希
望
を
意
味
す
る
身
体
と
し
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
朽
ち
て
死
ぬ
運
命
に
あ
る
人
間
の
物
質
性
を
示
す
に
は
、
古
代
以
来
地
面
に
横
た

わ
る
ポ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
た
。
短
縮
法
や
身
体
の
捻
じ
れ
を
多
用
す
る
十
六
世
紀
の
マ
ニ

エ
リ
ス
ト
で
も
、
人
物
を
聖
化
し
た
り
魂
の
永
遠
性
を
示
唆
す
る
場
面
で
は
、
マ
ン
テ
ー

ニ
ャ
の
《
死
せ
る
キ
リ
ス
ト
》
に
代
表
さ
れ
る
、
画
面
の
上
方
向
に
頭
部
を
向
け
る
身
体

表
現
が
多
く
使
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
画
面
内
部
で
は
横
臥
し
て
い
て
も
、
観
者
か
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ら
見
る
と
上
昇
す
る
動
き
に
よ
っ
て
肯
定
的
な
意
味
づ
け
が
導
か
れ
る
。
十
六
世
紀
の
理

想
化
さ
れ
た
貧
者
を
見
る
と
、
身
体
を
上
向
き
に
配
す
る
表
現
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
横
臥
像
で
も
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
時
は
、
古
典
彫
刻
、

先
行
作
品
い
ず
れ
も
敗
者
・
悪
徳
・
罪
人
の
身
体
表
現
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
と
反
対
に
、
頭
部
を
画
面
の
下
方
向
に
向
け
た
身
体
で
あ
る
。
パ
ク

ス
ト
ン
は
最
後
の
審
判
の
地
獄
図
像
を
分
析
し
、
堕
地
獄
の
罪
人
と
サ
タ
ン
の
造
形
的
特

性
は
墜
落
を
連
想
さ
せ
る
上
下
逆
さ
ま
の
身
体
で
あ
る
と
指
摘
し
た

（
３
１
）

。
こ
れ
を
近
世
イ
タ

リ
ア
の
身
体
表
現
で
検
証
す
る
と
、
逆
さ
十
字
に
架
け
ら
れ
た
ペ
テ
ロ
や
穴
に
突
き
落
と

さ
れ
た
聖
人
の
殉
教
場
面
の
よ
う
な
特
殊
な
例
を
除
い
て
、
救
わ
れ
る
者
の
身
体
の
向
き

は
画
面
の
上
下
と
一
致
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
と
逆
の
向
き
、
つ
ま
り

観
者
か
ら
見
て
手
前
に
頭
部
が
来
る
上
下
逆
さ
ま
の
身
体
は
、
悪
・
罪
人
・
堕
地
獄
者
と

結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ノ
の
《
キ
リ
ス
ト
復
活
》
（
一

五
五
二
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
聖
堂
）
で
は
、

画
面
前
景
の
眠
り
込
む
ロ
ー
マ
兵
士
は
高
度
な
短
縮
法
を
駆
使
し
た
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
的
美

を
備
え
て
い
る
が
、
画
面
と
逆
さ
ま
の
身
体
の
向
き
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
処
刑
者
側

と
い
う
否
定
的
な
意
味
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

筆
者
の
作
業
仮
説
は
、
十
七
世
紀
の
ペ
ス
ト
祭
壇
画
に
登
場
す
る
ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
半

裸
の
横
臥
像
は
、
十
六
世
紀
の
古
典
モ
デ
ル
を
参
照
し
た
理
想
的
貧
者
像
と
の
連
続
性
を

も
つ
と
同
時
に
、
逆
さ
ま
の
身
体
が
表
す
罪
や
悪
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
た
と
い
う
も
の

だ
。
ペ
ス
ト
祭
壇
画
の
前
景
で
、
死
者
は
貧
者
像
と
同
じ
く
半
裸
で
横
た
わ
り
、
ペ
ス
ト

の
症
状
は
あ
っ
て
も
、
デ
フ
ォ
ル
メ
の
な
い
技
巧
を
駆
使
し
た
英
雄
的
な
身
体
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ペ
ス
ト
犠
牲
者
が
脱
力
し
た
四
肢
を
投
げ
出
し
て
画
面
最
前
景
に
頭
を

仰
け
反
ら
せ
た
「
逆
さ
ま
」
の
身
体
で
表
さ
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
罪
や
堕
地
獄
を
想
起
さ

せ
る
否
定
的
な
意
味
合
い
を
見
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

二 

断
ち
切
ら
れ
た
慈
愛
と
し
て
の
母
子
像 

一
六
三
〇
年
前
後
に
大
規
模
な
ペ
ス
ト
流
行
に
襲
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
で
は
、
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
公
式
ペ
ス
ト
祭
壇
画
を
契
機
に
、
公
式
的
ペ
ス
ト
図
像
に
疫
病
犠

牲
者
の
描
写
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

（
３
２
）

。 

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の
貧
民
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
踏
ま

え
て
、
ペ
ス
ト
患
者
・
犠
牲
者
の
描
写
を
確
認
す
る
と
、
ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
身
体
描
写
は

一
五
四
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
新
た
な
貧
者
像
を
継
承
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
そ
こ
に
は
筋
肉
質
で
古
典
的
身
体
を
備
え
た
「
理
想
的
」
で
「
美
し
い
」
貧
者
の
身

体
と
、
リ
ン
パ
腫
や
黒
ず
ん
だ
皮
膚
な
ど
良
く
知
ら
れ
た
疫
病
症
状
の
写
実
的
な
描
写
と

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
病
人
と
し
て
の
貧
者
イ
メ
ー
ジ
は
、
貧
民
と
病
人
を
同
一
視

す
る
伝
統
的
な
貧
者
観
念
を
継
承
し
た
も
の
だ
が
、
十
七
世
紀
の
貧
者
と
し
て
の
ペ
ス
ト

犠
牲
者
の
「
理
想
化
」
さ
れ
た
身
体
は
、
中
世
末
ま
で
の
主
た
る
貧
者
像
（
身
体
障
害
を

抱
え
た
病
人
や
自
活
で
き
な
い
老
人
）
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

重
要
な
こ
と
に
、公
式
ペ
ス
ト
画
像
に
犠
牲
者
像
が
挿
入
さ
れ
始
め
た
一
六
三
〇
年
は
、

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
が
歴
史
画
《
ア
シ
ュ
ド
ド
の
ペ
ス
ト
》
（
一
六
三
〇
年
、
パ
リ
、
ル

ー
ヴ
ル
美
術
館
）
【
図
１０
】
に
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
由
来
す
る
胸
を
は
だ
け
て
死
ぬ
母
と
子

の
群
像
を
導
入
し
た
年
に
当
た
る
。
プ
ッ
サ
ン
の
新
モ
チ
ー
フ
は
多
く
の
芸
術
家
に
影
響

を
与
え
、
ペ
ス
ト
の
情
景
を
表
す
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
し
て
ロ
ー
マ
以
外
の
都
市
で
も
広

く
引
用
・
参
照
さ
れ
た
。
貧
民
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
母
子
像
の
系
譜
と
、
「
慈
愛
」
の
擬
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人
像
と
の
連
続
性
を
踏
ま
え
る
と
、
一
六
三
〇
年
代
か
ら
ペ
ス
ト
情
景
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
た
犠
牲
者
母
子
群
像
は
、
総
じ
て
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

第
一
に
、
慈
愛
の
擬
人
像
と
し
て
一
般
化
し
た
授
乳
の
母
子
像
と
反
対
に
、
子
ど
も
に

栄
養
と
保
護
を
与
え
ら
れ
な
い
母
は
、
慈
愛
と
互
恵
の
美
徳
を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
救
済

に
値
す
る
貧
民
の
必
要
条
件
た
る
美
徳
の
欠
如
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
聖
母
マ
リ
ア
と

対
置
さ
れ
、
画
面
の
下
辺
や
隅
な
ど
伝
統
的
に
エ
バ
が
占
め
た
位
置
に
描
か
れ
る
時
は
、

罪
と
死
、
打
倒
さ
れ
た
悪
を
含
意
す
る
。
こ
の
母
子
像
の
存
在
か
ら
、
観
者
は
他
の
男
性

犠
牲
者
の
古
典
主
義
的
な
身
体
も
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
受
け
取
る
よ
う
促
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。 

第
三
に
、
都
市
当
局
が
発
注
し
た
公
的
ペ
ス
ト
祭
壇
画
の
場
合
、
よ
り
社
会
政
策
的
な

意
味
合
い
も
浮
上
す
る
。
母
子
群
像
を
含
め
、
ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
周
囲
に
は
看
護
者
や
霊

導
師
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
。
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
見
捨
て
ら
れ
た
犠
牲
者
の
姿
は
、
臨
終

の
秘
蹟
を
受
け
ず
に
死
ぬ
と
い
う
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
お
い
て
、
救
済
に
は
聖
職
者
が
執
行
す
る
七
つ
の
秘

蹟
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
教
義
と
し
て
確
認
し
、
十
六
世
紀
末
か
ら
宗
教
画
を
通
し
て

カ
ト
リ
ッ
ク
都
市
民
の
教
化
が
行
わ
れ
た
か
ら
だ
。
臨
終
の
秘
蹟
（
最
終
告
解
、
最
終
聖

体
拝
領
、
終
油
）
を
受
け
な
い
者
は
、
現
世
の
罪
の
赦
し
を
得
ず
に
罪
の
中
に
死
ぬ
こ
と

に
な
り
、
地
獄
堕
ち
の
運
命
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
誰

に
も
顧
み
ら
れ
ず
積
み
重
な
る
遺
体
が
最
後
の
審
判
図
の
地
獄
の
描
写
を
連
想
さ
せ
る
ひ

と
つ
の
理
由
と
言
え
る
。 

近
世
に
は
す
で
に
、
都
市
の
健
康
と
安
全
を
回
復
す
る
た
め
、
罹
患
者
を
城
壁
外
の
ラ

ザ
レ
ッ
ト
（
検
疫
所
・
隔
離
所
）
に
隔
離
す
る
衛
生
政
策
が
一
般
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は

一
五
二
〇
年
代
か
ら
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
で
成
立
す
る
貧
民
法
の
、
浮
浪
乞
食
の
市
外
追
放

を
定
め
た
精
神
と
よ
く
似
て
い
る
。
実
際
に
ラ
ザ
レ
ッ
ト
は
疫
病
の
温
床
で
あ
り
、
隔
離

収
容
者
の
大
半
は
生
き
延
び
ら
れ
な
か
っ
た
。ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
身
体
表
現
に
は
、半
裸
、

み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
、
力
な
く
横
た
わ
る
ポ
ー
ズ
な
ど
貧
者
の
指
標
が
使
わ
れ
た
。
こ

れ
は
ペ
ス
ト
犠
牲
者
を
貧
民
と
同
一
視
さ
せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
両
者
と
も
市
壁
外

に
追
放
す
べ
き
社
会
悪
と
意
味
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
犠
牲
者
の
身
体
を
観
察
す

る
と
、
ペ
ス
ト
症
状
の
ほ
か
に
は
半
裸
と
い
う
貧
者
の
特
徴
が
明
確
だ
が
、
そ
の
身
体
は

古
典
彫
像
の
よ
う
な
比
例
と
筋
肉
を
備
え
て
い
る
。
ま
さ
に
、
救
貧
論
で
説
か
れ
た
と
こ

ろ
の
労
働
に
適
し
た
体
を
持
ち
な
が
ら
他
者
の
慈
善
に
頼
る
貧
者
、
す
な
わ
ち
偽
の
貧
者

が
想
起
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
罪
や
悪
の
イ
メ
ー
ジ
と
取
り
換
え
可
能
な
、
逆
さ
ま
に
横

臥
す
る
身
体
描
写
は
、
否
定
的
な
印
象
を
さ
ら
に
強
め
て
い
よ
う
。 

こ
う
し
て
貧
者
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
ペ
ス
ト
犠
牲
者
の
群
像
は
、
社
会
全
体
に
慈
愛
の

美
徳
と
そ
れ
に
基
づ
く
善
行
の
実
践
が
足
り
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
半
裸
の
男
性
身
体

の
間
で
、
胸
を
は
だ
け
た
ま
ま
死
ぬ
母
親
像
は
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。
こ
の
貧
民
母
子
群

像
は
、
授
乳
に
象
徴
さ
れ
る
慈
愛
の
美
徳
が
「
断
ち
切
ら
れ
、
欠
如
し
た
」
状
況
を
象
徴

的
に
表
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
十
六
世
紀
に
ア
ル
プ
ス
以
北
で
生
ま
れ
た
反
救
貧
主
義

的
な
貧
者
像
、
す
な
わ
ち
他
者
の
労
働
に
寄
生
す
る
怠
惰
な
貧
者
イ
メ
ー
ジ
は
、
ペ
ス
ト

犠
牲
者
の
病
ん
だ
身
体
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
十
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ス
ト
祭
壇
画
の
中

に
攻
撃
的
論
調
を
巧
み
に
隠
蔽
し
た
形
で
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
近
世
の
新
た
な
ペ
ス
ト
犠
牲
者
表
象
は
、
貧
民
こ
そ
が
ペ
ス
ト
罹
患
、
大
量
死
、
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秩
序
崩
壊
の
危
機
を
招
い
た
社
会
悪
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
孕
む
も
の
と
し
て
、

再
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
引
き
続
き
、
貧
民
の
身
体
／
ペ
ス
ト
犠
牲
者
の

身
体
の
連
続
性
と
差
異
、
慈
愛
擬
人
像
と
し
て
の
貧
民
母
子
／
そ
の
反
転
と
し
て
の
ペ
ス

ト
犠
牲
者
の
母
子
像
に
焦
点
を
絞
り
、
連
続
性
と
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
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io

sa
 d

i R
o
m

a
, v

o
l.III, R

o
m

a, 1
9
7
9
, p

p
.4

3
-1

3
1
. 

（
２
）
新
保
淳
乃
「
ペ
ス
ト
危
機
に
お
け
る
女
性
身
体
と
乳
房
表
象
」
『
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ 

 
 
 

ェ
ン
ダ
ー
』
十
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
八
―
十
七
頁;

「
ペ
ス
ト
危
機
と
ジ
ェ
ン
ダ 

ー
表
象:

近
世
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
お
け
る
ペ
ス
ト
犠
牲
者
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
」 

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
六
、
二
〇
一
〇
年
十
月
、
二
十
九
―
四
十
二
頁
。 

（
３
）N

ich
o
ls, 

T
o
m

, 
T

h
e 

a
rt 

o
f 

p
o
verty. 

Iro
n
y 

a
n
d
 
id

ea
l 

in
 
sixteen

th
-cen

tu
ry 

 
b

eg
g
a
r 

im
a
g
ery, 

M
an

ch
ester-N

ew
 
Y

o
rk

, 
M

an
ch

ester 
U

n
iv

ersity
 
P

ress, 

2
0
0
7
. 

（
４
）A

ik
em

a, B
ern

ard
, “L

o
ren

zo
 L

o
tto

: la P
ala d

i S
an

t’A
n
to

n
in

o
 e l’O

sserv
an

za 

d
o
m

en
ican

a 
a 

V
en

ezia”, 
M

itteilu
n
g
en

 
d
es 

K
u
n
sth

isto
risch

en
 
In

stitu
tes 

in
 
 

F
lo

ren
z, 3

3
, 1

9
8
9
, n

.1
, p

p
.1

2
7
-1

4
0
.; 

リ
ー
ス
の
論
稿
は
下
層
民
が
登
場
す
る
絵 

画
主
題
と
作
例
の
提
示
に
留
ま
っ
て
い
た
。R

iis, 
T

h
o
m

as, 
“I 

p
o
v
eri 

n
ell’arte 

 

italian
a (seco

li X
V

-X
V

III)”, T
im

o
re e ca

rità
, 1

9
8
2
, p

p
.4

5
-5

8
. 

（
５
）
甲
斐
教
行
『
フ
ェ
デ
リ
コ
・
バ
ロ
ッ
チ
と
カ
ッ
プ
チ
ー
ノ
会
―
慈
愛
の
薔
薇
と 

 
 
 

祈
り
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
６
）
七
つ
の
善
行
は
マ
タ
イ
伝
の
「
わ
た
し
が
飢
え
て
い
た
時
に
食
べ
さ
せ
、
喉
が 

 
 
 

渇
い
て
い
た
時
に
飲
ま
せ
、
旅
を
し
て
い
た
時
に
宿
を
貸
し
、
裸
の
時
に
着
せ
、 

 
 

 
 

病
気
の
時
に
見
舞
い
、
牢
に
い
た
時
に
訪
ね
て
く
れ
た
」
に
死
者
の
埋
葬
を
加 

 
 
 

え
た
慈
善
を
指
す
。 

（
７
）P

ag
lia, 1

9
9
4
:2

0
4
ff. 

（
８
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:5

7
-5

8
. 

（
９
）C

h
am

b
ers, D

.S
., B

rian
 P

u
llan

 ed
s., V

en
ice: a

 d
o
cu

m
en

ta
ry h

isto
ry 1

4
5
0
–
 
 

 
1
6
3
0
, O

x
fo

rd
, 1

9
9
3
, p

p
.3

0
4
, 3

0
8
-9

. 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貧
民
法
は
改
定
更
新
さ
れ 

た
（1

5
7
4
, 1

5
7
8
, 1

5
9
3

）
。 

（
１０
）B

ellarm
in

o
, O

p
era

 o
ra

to
ria

, V
, p

.2
8
2
. C

fr. F
io

ran
i, 1

9
7
9
:5

9
. 

（
１１
）
教
皇
庁
官
吏
は
、
教
条
的
な
主
張
に
懐
疑
的
だ
っ
た
。F

io
ran

i, 1
9
7
9
:6

1
. 
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（
１２
）
ロ
ー
マ
で
は
一
五
八
七
年
に
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
が
物
乞
い
を
収
容
す
る 

 
 
 

 

サ
ン
・
シ
ス
ト
救
貧
院
を
設
立
し
集
権
的
隔
離
収
容
を
試
み
た
。
一
五
八
〇
年
代 

よ
り
歴
代
教
皇
は
路
上
で
の
物
乞
い
禁
止
令
や
下
層
売
春
婦
の
追
放
令
を
発
布

し
続
け
た
が
、
実
質
的
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。R

icerch
e p

er la
 

sto
ria

 relig
io

sa
 d

i R
o
m

a
, III, R

o
m

a, 1
9
7
9
; 

所
収
の
ロ
ー
マ
救
貧
史
各
論
を
参

照
。 

（
１３
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:5

9
-6

0
, fig

.5
.3

. 

（
１４
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:1

5
2
-1

5
8
. 

（
１５
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:1

5
8
-1

6
1
. 

（
１６
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:1

6
2
-1

6
5
. 

（
１７
）C

fr. B
.P

u
llan

, R
ich

 a
n
d
 p

o
o
r in

 R
en

a
issa

n
ce V

en
ice, O

x
fo

rd
, B

rack
w

ell, 

1
9
7
1
, p

p
.2

5
7
-8

. 

（
１８
）A

ik
em

a, 1
9
8
9
:1

3
2
ff. 

（
１９
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
一
四
四
二
年
に
「
恥
じ
入
る
貧
者
」
を
救
済
す
る
ブ
オ
ノ
ミ 

ニ
信
徒
会
が
設
立
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
も
一
五
三
七
年
に
同
様
の
慈
善 

団
体
が
作
ら
れ
た
。A

ik
em

a, 1
9
8
9
:1

3
2
. 

（
２０
）C

esare R
ip

a, Ico
n
o
lo

g
ia

, R
o
m

a, G
ig

lio
tti, 1

5
9
3
; R

o
m

a, F
acii, 1

6
0
3
; P

ad
o
v
a, 

 

T
o
zzi, 1

6
1
1
. 

（
２１
）
慈
愛
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
、
三
二
二
頁
以
下
参
照
。 

（
２２
）R

eb
au

d
o
, L

o
d
o
v
ico

, “F
au

sta, P
ietas e la V

irg
o
 lactan

s. M
ig

razio
n
e d

i u
n
 

 
m

o
tiv

o
”, S

o
cietà

 e cu
ltu

ra
 in

 età
 ta

rd
o
a
n
tica

, a cu
ra d

i A
rn

ald
o
 M

arco
n
e, 

 

G
rassin

a, 2
0
0
4
, p

p
.1

8
1
-2

0
9
. 

（
２３
）W

illiam
so

n
, B

eth
, T

h
e M

a
d
o
n
n
a
 o

f H
u
m

ility. D
evelo

p
m

en
t, d

issem
in

a
tio

n
 

&
 recep

tio
n
, c.1

3
4
0
-1

4
0
0
, W

o
o
d
b
rid

g
e, T

h
e B

o
y
d
ell P

ress, 2
0
0
9
. 

（
２４
）M
iles, M

arg
aret, “T

h
e V

irg
in

’s o
n
e b

are b
reast: fem

ale n
u
d
ity

 an
d
 relig

io
u
s 

 
m

ean
in

g
 
in

 
T

o
scan

 
early

 
R

en
aissan

ce 
cu

ltu
re”, 

T
h

e 
F

em
a

le 
B

o
d

y 
in

 

 
W

e
ste

rn
 

C
u

ltu
re

, 
e
d

. 
b

y
 

S
u

sa
n

 
R

.S
u

le
im

a
n

, 
C

a
m

b
rid

g
e
, 

H
a
rv

a
rd

 

U
n
iv

ersity
 P

ress, 1
9
8
6
, p

p
.1

9
3
-2

0
8
. 

（

２５

）
甲
斐
、
三
二
九
―
三
三
八
頁
。 

リ
ー
パ
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ア
』
（
ロ 

 
 
 

 

ー
マ
、
一
六
〇
三
年
）
で
「
カ
リ
タ
ス
」
の
擬
人
像
は
、
神
と
被
造
物
双
方
に
向 

 
 
 

 

か
う
燃
え
る
よ
う
な
愛
を
示
す
た
め
「
赤
い
服
の
、
右
手
に
燃
え
る
心
臓
、
左
腕 

に
一
人
の
子
供
を
抱
く
女
性
」
と
定
義
さ
れ
る
に
至
っ
た
。 

（
２６
）N

ich
o
ls, 2

0
0
7
:1

7
0
-1

7
3
. 

（
２７
）
ラ
フ
ァ
エ
ロ
《
足
萎
え
の
治
癒
》
カ
ル
ト
ー
ネ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
《
キ
リ
ス 

 

ト
と
姦
淫
の
女
》
（
一
五
四
六
―
四
七
年
頃
）
右
端
、
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
フ
ォ
ン
タ 

 

ー
ナ
《
聖 

ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
施
し
》
（
一
五
七
三
年
頃
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
サ
ン
・ 

ジ
ャ
コ
モ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
）
左
前
景
な
ど
多
数
。 

（
２８
）R

o
o
k

m
a

a
k

e
r, 

H
.R

., 
“C

h
a

rity
 
in

 
S

e
v
e
n

te
e
n

th
 
C

e
n

tu
ry

 
A

rt”,  

 
 
 

 
N

e
d
e
rla

n
d
s K

u
n
sth

isto
risch

 Ja
a
rb

o
ek, 1

9
7
2
, p

p
.6

1
-6

6
. 

（
２９
）
甲
斐
、
三
五
〇
―
三
五
一
頁
、
図
二
七
二
。 

 

（
３０
）P

ax
so

n
, Jam

es J., “T
h
e n

eth
er-faced

 d
ev

il an
d
 th

e alleg
o
ry

 o
f p

artu
ritio

n
”, 

 

S
tu

d
ies in

 Ico
n
o
g
ra

p
h
y, 1

9
, 1

9
9
8
, p

p
.1

3
9
-1

7
6
. 

（
３１
）
以
下
の
議
論
の
前
提
は
拙
稿
（
前
掲
注
２
）
で
論
じ
た
。 
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［
附
記
］ 

本
研
究
は
、
平
成
二
十
二
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
「
若
手
研
究
B
」
（
課
題
番

号
二
二
七
二
〇
〇
四
〇
）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 


